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１．はじめに 

土構造物である「のり面」の崩壊や変状の原因究明には、多面的な情報による潜在的な評価が重要であ

り、その土地の生い立ち（地形・地質）を知ることから始まり、建設工事時の変状履歴や対策内容、身近

なところでは供用後に発生した災害情報（図－１）や復旧工法など施工当時の設計条件に関する詳細情報

も必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それらを将来に受け継いでいくための有益なツールとして「建設工事誌」「災害報告書」「対策工調書」

「降雨履歴」等があり、過去に起きた災害情報等は紙媒体で整理・提供されていることが多い（図－２）。

またその資料は支社、事務所及び協力会社など複数の事業拠点に分散保管されていることから、緊急時に

迅速な情報収集を行うことは難しく、さらに施工当時の被害状況を知る方の退職等によりヒアリング調査

も年々困難になってきている。そこで、地形・地質の詳細情報や地盤災害情報等をＧＩＳ上に取りまとめ、

継続的にデータ更新が可能な D-Map（Disaster information navigation map）を作成した。 

 

２．災害情報の集約と情報提供 

 今回、支社、事務所、エンジ本社等に散在していた様々な媒体の情報を収集し、それらをすべて電子化し

てストックすることにより、分散保管されていた情報の集約化を行った。これらの情報はすべてＰＤＦ、Ｍ

Ｓ－ＥＸＣＥＬ、ＣＡＤデータ化を行い、社内ネットワークによる情報提供（社外事業拠点についてはＤＶ

Ｄ等により情報提供）することで、新たなシステムやソフトウェアを使うことなく、各事業拠点への情報提

供を迅速かつ安価に進められるようになった（専門業者等に外注することなく、ＮＥＸＣＯ社員等により直

営でデータ更新が可能となった）。 

また、情報を一元的に俯瞰できるように（独）防災科学技術研究所が公開している「Ｊ－ＳＨＩＳ ＭＡＰ」

の基盤図上に高速道路ＣＡＤ平面図データを重ね合わせ「地盤災害情報マップ（D-Map）」（図－３）として、

災害発生位置をプロットしたものを作成した。 

整理された地盤災害情報については、ＣＡＤ操作の知識がなくても現地で簡単に活用出来るように、紙媒

体、ＰＤＦデータ、Ｄｏｃｕｗｏｒｋｓデータなど複数のデータ形式により提供しており、利用者が自分の

レベルに合わせて利用可能なデータを選択出来るようにした。 

図－１ 災害事例（Ｈ１６災害） 図－２ 災害報告書の例 
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３．位置情報とリンク機能活用した情報検索 

D-Map 上に表示された地盤災害情報のリンクをクリックすることで、変状規模や対応方法及び地形・地

質の詳細情報が閲覧出来る（例：D-Map 上の⑦項目をクリックすると図－４が表示される）ようにした。

これにより位置情報の活用により詳細な災害情報が簡単・迅速に検索可能となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

今回、地盤災害情報マップ（D-Map）の作成にあたり、地盤災害情報以外にも動態観測や渓流・盛土危険

箇所などの位置情報等を階層化して入力していることから、重ね合わせて表示するレイヤーの組合せによ

り、災害時に必要となる情報だけでなく、通常点検、地震時点検、異常降雨時点検などにも有益な情報を

確認することが可能となっている。今後は、ＬＰデータによる詳細地形情報を基に異常地形（鞍部、ケス

タ地形など）の抽出や詳細点検（のり面、舗装）の損傷記録及び最大降雨履歴（１㎞毎）などの情報も追

加していきたいと考えている。 

図－４ 詳細情報の事例 

図－３ 地盤災害情報マップ 
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